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瀬慢性糸球体腎炎および緒節性動脈周囲炎

東大・医科研・獣医学研究部出題第１２回獣医病理研修会標本No.187
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いわゆるＳＰＦバリヤーで長期飼育されていた無i処置
ＩＣＲ（非近文系）鍵が１３月令で削痩，衰弱したので屠
殺剖検したもの。肉眼的には皮下，腹腔など脂肪少なく
ゼラチン状，貧血，リンパ節萎縮著明，胸腺退縮，両側
膏黄褐色や、萎縮，腸管壁薄<微細出血斑散在などをみ
とめた。出題標本一臂およびElUF-以外にも顕著な
変化がみられた。すなわち，各部リンパ筋，脾，肝など
にヘモジデローシス。脾，リンイポ節はリンパ小節萎縮，
皮査に多数の核破片が散在，細網細胞堀生，形賀細胞浸
潤，ときにラッセル小体もみられた。脾，リンパ節，巍
下腺，回腸，心耳，副腎,臂の中,小動脈一郎細動脈では
内皮墹生，内膜から中膜にかけ;頃鱸繼索変性，硝子様物
質沈着，この部に核破片，好中球散在，外膜周囲に組細ｉ
球住細胞を主とする細胞繁殖，輪状に1各子繊維埴生がみ
られた（綣節性助脈周囲炎）。

臂は上8己の動脈変化に加えて，尿細管硝子滴変性，嚢
状拡張，尿円柱などがみられたが，病変の主体は写真に

示したような各翻の段階の糸球体病変であった。一部の

糸球体は核数地加を示したが，大部分は糸球体係蹄の類
紡辮息素変性，硝子槻物質沈着，核数の減少をみとめ，ま
た半月体形成，ボーマン氏嚢HBI平，鍾箸，さらに癩痕，
硝子化を示すものもみられ，糸球体数もや、減少してい
た。糸球体の基底膜肥厚,mesangium層肥厚がＰＡＳお
よびＰＡＭ染色で明瞭であった。助脈壁，糸球体の硝子
槻物賓の一部はThioflavinTで黄金色を呈するが,con-
goTed染色でbirefringence陰性,crystalviolet染色で異
鯛色を呈さず，アミロイド染色反応は定型的ではなかった。
マウスの糸球体腎炎はＮＺＢおよびそのhybrid，ＲＦ
などの系統で報告があり，また，垂直伝播するウイルス
との関係が注目されている。また，ＰＮおよびＲＦ系マ
ウスでは繕節性動脈周囲炎あるいは壊死住汎mll脈炎の自

然発生が知られている。現在わが国で広く使われている
ＩＣＲ系マウスにも類似の自然例があることを本症:例は

示している。




